
平成３０年１１月１２日

第８号宇都宮市立上河内中学校 学校だより

発行責任者 校長 西原 良一けやき

宇都宮市では「地域とともにある学校づくり」を重点施策の一つにしており、本校もそのた

めの取組に力を注いでいます。特に秋の時期には、地域で様々なイベントが催され、学校とし

てもできる限り協力して、子どもたちを地域の一員としてイベントに参加させたいと考えてい

ます。

幸い地域の皆さんのご理解や主催団体からの要請もあり、子どもたちはいろいろな形で活躍

の場を得ることができ 「地域社会の一員である自覚」や「郷土を愛する心」も育っているも、

のと確信しています。

これからも、地域の力をお借りし、時には学校が地域にできる貢献をしていきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いします。

◆ 上河内ふれあいまつり ８月 日（土）25

昨年に続き、うだるような暑さの中での演奏でした。

◆ 上河内文化交流祭 月３日（土）11

３年生が引退して、１・２年生だけの演奏でした。



◆ 上河内地区体育祭 月７日（日）10

約４０名の生徒がいろいろな係として頑張ってくれました。

◆ 上河内福祉まつり 月 日（土）10 20

生徒会福祉委員会の生徒が

売店の売り子さんとして、

精を出していました。

本校では 毎年 梵天祭の次の平日に 羽、 、 「

黒山ボランティア」と銘打って地域のゴミ

拾いを行っています。しかし、ここ数年は

３年生だけが羽黒山の麓まで行ってゴミを拾い、１・２年生は学校周辺で活動するというもの

でした。今年は、そのやり方を大幅に変更し、全校生徒が自転車で羽黒山の麓まで行き、その

後、徒歩で周辺のゴミ拾いをしながら参道を通って、羽黒山神社までを往復する予定です。

月 日（月）に実施しますが、その日は簡易給食を学校で配付し、各自で持参して神社11 26
下の展望台付近で食べることになります。もしも、量的に足りない場合は、各自でおにぎりを

持参してもよいことになっています。


